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岳
膳
鰤
N最

椰
里
暉

ヨ
Jttb嗅

鯉
終

゛
終

S°

∞
 

粗
|1椰

Q螺
ぐ

塁
典
SV壼

′
湘
総
奪

要
轟

部
椰
淡
榊

壼
´

や
Q卿

卿
後
総

0ミ
J測

バ
も
や
Q窯

嘲
N温

■
Ю

立
製
SЮ

細
緊

却
雄
セ
J終

螢
黙

憲
縫

゛
終

S°

(ぼ
黙
騨
運

バ
ま

Q・
騨
埋
Q志

轟
厠
に

0喪
さ

塁
典
S'翻

籠
ぶ

愛さ
曼
ミ
KЮ

騨
溝理

ゃ
ば
覆 ぎ

眠
,自

量
裏KL)ミ

暉、
く Ё

連
典
心

Ю
翠 二 聯 国

タ

眠
陣
覇
十

1《
 
ぼ
継
騨
埋
駆
暖
撫

理
'駅

継
謄
量
経
籍

仰
嗅
ミ

熱
嘲

脚
都

ヾ
Ю
轟
嘲

Q騨
運
N駅

肛
|||+ぺ

《
や
申

塁
暉
bЮ

眠
個

塁
邸
暖
」
ミ
緊
ぐ

塁
黎
Sy′

涎
釈

や
lm《

QIIキ
|1駅

目
邸
ば
壼
眠

曜
野
Q黙

製
立
札
0最

臨
Q梃

瀧
ゃ
眠
螢

■
い
司

■
綽
測

綺
量

´
ヽ

塁
率
b綺

蹄
野
N緯

続
Lヽ

母
輝
ml

や
0

椰
駅
N朧

き
ぃ

Ю
塁
製
,綸

劇
:嚢

｀
kき

|1最
臨

0禦

=|
終
セ
嗅

壼
終

゛
終
S9

1 
ぼ
継
脚
運
瑯

眠
榊
Q尋

養
バ
6ビ

鰹
ば

響
ヾ

終
:

日
 

駅
継
脚
運

翠
暖
撫

後
撃

口
軍

:十
:ギ

ヾ
Q黙

製
旦
蝙
9V駅

篠 5朧
Q KKt翠

却
番
鵬
Jミ

ぶ
く
E里

典
む

Ю
湘

総
岳
淵 麗

塁
ミ ≦

Ю

榔
埋
Q緊

嘲

lll 
混
申

越
暉
bЮ

騨
理
Q黒

劇
Qい

ハ
′

ξ
冊

後
黙
セ

」
ミ

駅
尽
朧

里
送

Ю
脚
運
0轟

嘲

ロ
 
ポ
尽
騨
埋
ヽ
ま

Q騨
埋
Nポ

尽
眠
個

塁
ぶ
卜

Ю
橡

陣
後
韻

Jミ
椰

佃

粗
申

塁
暉
bや

脚
運

槻
眠
導

眠
個

`望
ぶ
Jべ

購
賦

回
気
b

や
Q黒

醐
:‐
    

●
|::|||||■

=:1■
||■

i無
自
申
量
彙
昼
轟
騨
逮

0志
埋
鳥
に
い
喪
轟
違

Q曇
値
熱

榊
Q締

淡
さ
ば
壺
締
報
ミ
養
揮
釈
く
も
H゛

ば
壼
響
終

|

砕

´ヽ・‐

申高終（ま中）騨　ぐ　鰈　轟　虚．ｍ騨駅　Ш露曖ヾせ〓黒雷　】叙

轡韓卜〇〇

｀1口
|1饉

ふ ニ ノ

ギ
 
駅
継
朧
Q黙

セ
鮨
岳
鵬

い
や
ν
島
後
p輛

縫
晨

い
'べ

綿
・E l  l 

悪
運
N出

埜
ミ
騨
埋

Q慕
刺

ミ
も
悪
爆

脚
Ⅸ

む
ミ
Ш
料

も



申¶

稗
、… 熙

‐

事
轟

|

《畔・ 麟‐

111〕

７
‐＝＝Ｈ＝

Ｉ
ＩＨＨ＝Ｈ＝旧Ｈ旧相

‐

―
口

＝―
口

相旧旧＝ＨＨＨ＝Ｉ
ＩＨ＝＝旧ＨＨ＝＝

口型駅　口３駅ヾ■“黒田

総
lm目

+111《
 
潤
総
や
肛
《

Q III+熙
目
野
Q黙

製
塁
蝙
Ю
騨

翼
悪
曇
継
塁
寧
Ю
風
円
ば
響
К

tt O鯛
最
鰤
′
灘
紙
や

lm《
Q

lllキ
lll総

目
椰
Q黙

製
蝙ヾ
綸
騨
運
志
曇
尽
曼
迷
Ю
霜
へ
器
中

墨
鳳
φ
ttQ巡

投
Q躙

最
鰤
´
匝
《
Ett Q黙

製
塁
掘
Ю
騨
埋

悪
碁

`継
立
継
Q(丑

攀
曇
輔
期
懸
Q遂

翠
Q鯛

最
抑
｀
も
涎
終

ギ
Im《

Q III+目
眼

図
椰

Q黙
製

量
蝙

脚ヾ
運
扇
曇
継

懸ヾ
Ю

‖
ミ
鯨
◆
懸
Q巡

製
Q鯛

壊
抑
量
″
総

||キ
||1申

継
係

塁
蝙

Ю
°     |        

も

総
1申

継
憔

立
ヽ

Q継
係

馬
員

ヾ
や

°

ロ

卜　′ｒ
だ

・▼ヽ一

納
 

付
 

書

|::::1:::::::::::::::::::::::::::|

領
敗
済

通
知
書

(正
本

)
領
牧
済
通

知
書

(副
本

)

| 1     
墳

)普
通
税
|(F2

繕
通Ⅲ

甲
2

上
記

の
と
お

り
領

攻
済

に
つ

き
通
知

し
ま
す

O

007ご
:、

、
へ
執

第一号様式
領

攻
証

書

第
  

号
(納

入
)

佳
所

法
人
名

昭
和
 

年
度

上
記

の
と
お

り
領

牧
し
ま

し
た
。

金
郵

1女
|

議
|

備
考
 

こ
の
様

式
は
法

人
県

民
税
及

び
法

人
事
業
統

に
つ

い
て
使

用
す

る
こ

と
。



守銀　中試織（ま小）轟　ぐ・畔　碁　破、口野駅　田露駅ヾよ〓黒田

①“卜〇〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

(様
式

第
一
号

の
裏

面
)

注
  

意

11)延
 

滞
 

金

(領
牧

証
の

裏
面

に
印

刷
)

納
期

限
後

に
県

枕
を
納

付
さ
れ

る
場

合
税

額
が

百
円

以
上

で
あ

る
と

き
は
百

円
(百

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
は

こ
れ

と
切

り
捨

て
る
)に

つ
い

て
一

日
三
銭

の
割

合
を

も
つ

て
税

金
の
納

期
製
の

笠
日
か

ら
納

付
の

日
ま
で

の
日
数

に
よ

り
計

算
し
た

金

額
に
相

当
す

る
延

滞
金

を
加

算
し
て

納
付

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

(2)督
促

手
数

料

督
1/1状

を
発

せ
ら
れ

た
と

き
は
税

金
及

び
延

滞
金

と
共

に
督

促

手
数

料
十

円
を
納

付
し
な

け
れ

ば
な

り
ま
せ

ん
。

{3)延
滞

加
算

金

督
促
状

を
発

せ
ら
れ

た
者

が
督

促
状

の
指

定
期

限
ま
で

に
税

金

を
納

付
さ
れ

な
い

場
合

税
額

が
百

円
以

上
の

と
き

は
税

金
延

滞

金
及

び
督

促
手

数
料
の

外
に

、
税

額
百

円
(百

円
未

満
の

端
数

は
切

り
捨

て
る
)に

つ
い

て
一

日
三

銭
の

割
き
で

そ
の
指

定
期

限
の

髪
日
か

ら
税

金
を
納

付
す

る
日

ま
で

の
日
数

に
よ
つ

て
言「

算
し
た

延
滞

加
算

金
を
加

鼻
し
て

納
f寸 ・

し
な

け
れ

ば
な

り
ま
せ

ん
。

ヽ
ゝ～́

，

慕
  
籍 大 字

(数
)

県
  

税

佳
所  

嘉

申薦松（ま中）轟　ぐ嗽　群　虚．興騨駅　田露駅ヾ貯認黒田

⑬守卜〇〇　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　́　‐

L   I
徴

税
令

書

日召
和

納
税
者

籍
大
字

氏
名

税
F 

目
1  

椀
1課

税
年

度
1昭

和
 

年
度

|   |    |ヽ

体
牒

統
標

準
1税

卒
1 

統
  

額
|    |   1      

門

期
別

1税
 

額
1納

 
期
 

限
円

1日
膏 和
 
年
 
月 

甲
第

翠
|

お
り
賦

課
い

た
し
ま

し
た

か
ら
納

期
限

ま
で

に
必

ず
納

税
し
て
下

さ
い

金
領

庫
牧

納
付
場
所
 
鳥
取
県
金
庫

,鳥
取
県
支
金
庫

l::又
日

又
は
最
寄

の
郵

便
局

昭
和
 

年
  

月
  

日

_二
重

邁
堡

理
皇

1_氏
_名

:囲

備
考

 (つ
 

年
二

期
以
上

の
納

期
に
係

る
県

税
に
つ

C)県
金

庫
に

納
付

す
る

と
き
は

、
一

期
分

分
に
つ

い
て

は
徴

税
令

書
及

び
領

牧
済

1県
 

税
|

領
牧

済
通

知
書

(正
本

)

1昭
和
 

年
 

月
 

日

延
滞

加
算

金

昭
和
 

年
 

月

県
税

条
例

に
よ
つ

て
上

記
の

と
上
記

の
と
お

り
領

牧
致

し
ま

し
た

哺一Ｎ

い
て

は
三
期
分
以

降
は
徴
税

令
書

を
除

き
四
連

式
と
す

る
。

糧 黒讐
1罰
粟 贅 曹漂 智

重通
裂 奮学

を除
き四連

式
とし、 三期分 以降

の
る

。

(目
)

税丁―

一一

号様式を次のように改める。

第二号様式

納
 
期

:限
1昭

和
 

年
 1

上
記
の

と
お

り
領
牧
済

に
つ

き
通

知
し
ま

領牧日附印

金庫又は郵便局

まとめ郵便局名

指定金庫又は販



1県
 

税
|

込
     

票

税
|

額

1県
ｏＲ　申χ職（く小）轟　ぐ　畔　轟　虚ヽ田翌駅　璽露駅寸＃パ黒田

一ギトのＯ

一昌
本

)

支
金

庫
暑
警

1松
江
基

香
1禁

1印
界

昭
和
  

年
度

(納
入

)

佳
所

氏
名

署
大
字

税
(響

)通
税

|(目
)

税
|

(兵
火
)

県延
滞

金

延
滞

加
算

金
 |

計

納
期

限
1昭

和
 

年
 

月
 

日

受
 

名

付
日

金
付

||||||| 計

周上
，一

上
記

の
と
お

り
領
牧

済
に
つ

き
通
知

し
ま
す

受付日付印

金庫又は郵便局

、　　―
´´

一な一

〉・Ｆ
ヽ

ヘ
・

す一 ｀

(111二
)

il¬
二
 
隷

‐
 
宴申轟ぐ　嗽　麟　虚、口騨Щ　′皿寵殴ヾ叶〓黒雪　卜銀

2、
違

法
又
は
錯

誤
に
係

る
賦

課
等

の
救
済
   :

こ
の
県
税

の
賦
課

に
つ

い
て
違

法
又
は
錯

誤
が

あ
る

と
認

め
る

‐

場
合

に
お

い
て

は
こ
の
徴

税
令

書
を
受

け
た

日
か

ら
(納

期
を

分
け
た
場

合
に
お

い
て

は
第

一
期

の
徴

税
令

書
を
受

け
た

日
)

三
十

日
以

内
に
異
議

の
事

由
を
記
載

し
た
文
書

に
徴
税

令
書

の

写
と
証

拠
書
類

を
添

え
て
県
税

事
務
所

長
を
経

由
し
て
矢
口事

に

異
議

の
中
立

を
す

る
こ

と
が

で
き
ま
す
。

3、
納

期
限

ま
で

に
納

付
し
な
か
つ

た
場

合
の
延
滞
金

こ
の
徴
税

令
書

の
定

め
た
納

期
限

ま
で

に
県
税

を
納

付
さ
れ

な

:盪宮 象
1驚 胃 房習

1lΣ
l豪
足薇管 冤肇 富

F勢 羅踊
金

を
同
時

に
納

付
し
な

け
れ

ば
な

り
ま
せ

ん
。      _

4、
督

促
状

の
指

定
期

限
ま
で

に
納
付

し
な
か
ら

た
場

合
の
延

滞

加
算
金

こ
の
税

金
が

納
期

限
ま
で

に
納
付

せ
ら
れ

な
い
た

め
に
督

促
状

を
受

け
ら
れ

た
納

税
者
が

督
促
状

の
指

定
期

限
ま
で

に
納
付
せ

ら
れ

な
い
場

合
に
お

い
て

は
督

促
状

の
指

定
期

限
の
翌

日
か

ら

納
付

の
日
ま
で

の
日
数

に
応

じ
て
税

額
百

円
に
つ

き
一

日
三
銭

の
割

合
で

計
算

し
た
延

滞
ク ロ 算

金
を
延

滞
金

の
外

に
徴
牧

さ
れ

ま
す

。

(第
二

号
様

式
領

牧
証

書
裏

面
記

入
事

暉
)

主
意

lil量

曇
暑
[鳥

i管
題で

ぁ 守
曇 琴曇 れ

条響
第

条
に
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黒
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“
二
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f

終
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申
継
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脚
ヽ

Qも
い

塁
悠

増
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0

繊
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気
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